
2020年　第 173号　令和2年 3月定例会の内容をわかりやすくお知らせします

勝浦市議会表彰

令 和 ２ 年 ５ 月
勝 浦 市 議 会 報
編 集 委 員 会
0470-73-6662

特集記事　　　　   　　　　２・３Ｐ　新年度予算概要　４・５Ｐ
審議結果（トピックス）　　 ６～８Ｐ　委員会活動等　　９Ｐ 
 一般質問　　　　   　　　 10 ～ 13 Ｐ
きみの未来、あなたの未来　議会のうごき　編集後記　  14 Ｐ



　特集記事第２１回は、勝浦
市議会表彰式についてお知ら
せします。

勝浦市
議会表彰

表彰授賞式

受賞者

日　時　令和２年２月２５日　午前１０時
場　所　勝浦市議会議場

１. 勝浦市立興津小学校　忍足玲奈さん
　　【該当する受賞の内容】
　　令和元年度千葉県愛鳥週間ポスターコンクール
　　優秀賞（知事賞）

　 勝 浦 市 議 会 表 彰 は 平 成
３１年１月１日から令和元
年 １ ２ 月 ３ １ 日 を 対 象 に、
勝浦市内の小学校・中学校
の 児 童 生 徒 等 で ス ポ ー ツ、
学術、文化等において、功
績が顕著な者を表彰する制
度で、今回は第２回の表彰
式となります。
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委 員 長　黒川　民雄
副委員長　磯野　典正
委　　員　松﨑　栄二・戸坂　健一・岩瀬　洋男

表彰選考委員

２. 勝浦市立豊浜小学校　加藤穂夏さん
　　【該当する受賞の内容】
　　地球こどもクラブ主催
　　第２９回「ぼくたちの地球を守ろう」
　　小学生・中学生作文コンクール小学生部門
　　文部科学大臣賞

３. 勝浦市立勝浦小学校　松本知彩さん
　　【該当する受賞の内容】
　　地球こどもクラブ主催
　　第２３回「ぼくたちの地球を守ろう」
　　小学生・中学生ポスターコンクール小学生部門
　　環境大臣賞
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勝浦市の新年度予算が決まりました！
　令和２年度の当初予算が、３月市議会定例会で可決されました。
　当初予算は、その年度の骨格、市の財政の基本となる予算であり、市の一年間を方向付ける重要な予
算となります。予算審査特別委員会、各常任委員会、本会議で慎重に審議した結果、全ての予算案が可
決されました。
　一般会計当初予算の規模は、８５億４，９００万円で、前年度当初予算と比較して１．７％の減額とな
りました。
　特別会計当初予算の規模は、５９億６，９２２万円で、前年度当初予算と比較して２．９％の減額とな
りました。
　今後も限られた予算の公平かつ有効な配分について議論してまいります。

会　計　区　分
当　初　予　算　額

増減率 説　　　　明
令和２年度 平成３１年度

一 般 会 計 ８５億４，９００万円 ８６億９，５００万円 △１．７％ 市の基本的な仕事をするための会計です

特 別 会 計 ５９億６，９２２万円 ６１億４，７２５万円 △２．９％
特定事業を行う場合に一般会
計と区分して経理をする必要
があるときに設ける会計です

特
別
会
計
の
内
訳

国民健康保険
（事業勘定）

２２億１，９１６万円 ２４億６，１２４万円 △９．８％
被保険者の疾病、負傷、出産、
死亡などに際して、必要な保
険給付を行うための会計です

国民健康保険
（直営診療施設勘定）

６，３９６万円 ６，３９７万円 △０．０２％
勝浦診療所において、被保険
者などに診療を行うための会
計です

後期高齢者医療 ２億９，８７６万円 ２億６，８０７万円 １１．４％
主に７５歳以上の方を対象と
した後期高齢者医療制度の保
険料を徴収する事務などを行
うための会計です

介護保険 ２２億８，５３７万円 ２２億５，１６６万円 １．５％
被保険者の要介護度などに応
じて、必要な保険給付を行う
ための会計です

水道事業 １１億１９７万円 １１億２３２万円 △０．０３％ 市内に給水をするために行う水道事業の会計です

合　　計 １４５億１，８２２万円 １４８億４，２２５万円 △２．２％

一般会計予算

特別会計予算

予算総額

８５億４，９００万円

５９億６，９２２万円

１４５億１，８２２万円
会計別予算の内訳

※予算額は、千円単位を四捨五入して表示しました。
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【目的別】歳出総額
85億4，900万円

議会費
1億4,312万円

1.7%

総務費
20億4,073万円

23.9%

民生費
26億7,208万円

31.3%
衛生費

6億5,493万円
7.7%

農林水産業費
4億1,909万円

4.9%

商工費
2億1,648万円

2.5%

土木費
4億4,425万円

5.2%

消防費
2億6,997万円

3.2%

教育費
7億7,185万円
9.0%

災害復旧費
300万円
0.0%

公債費
9億650万円
10.6%

予備費
700万円
0.1%

歳入総額
85億4,900万円

市税
21億7,338万円

25.4%

地方譲与税
6,992万円
0.8%

利子割交付金
100万円
0.0%

配当割交付金
800万円
0.1%

法人事業税交付金
交付金
570万円
0.1%

株式等譲渡所得割
交付金
500万円
0.1%

地方消費税交付金
4億1,000万円

4.8%

ゴルフ場利用税交付金
2,100万円
0.2%

環境性能割交付金
600万円
0.1%

地方特例交付金
1,290万円
0.2%

地方交付税
23億9,200万円

28.0%

交通安全対策特別交付金
245万円
0.0%

分担金及び負担金
7,009万円
0.8%

使用料及び手数料
1億6,186万円

1.9%

国庫支出金
6億8,049万円

8.0%

県支出金
5億5,151万円
6.5%

財産収入
3,064万円
0.4%

寄附金
4億200万円
4.7%

繰入金
6億7,571万円

7.9%

繰越金
1億3,000万円

1.5%

諸収入
1億915万円
1.3%

市債
6億3,020万円

7.4%

一般会計歳入

一般会計歳出（目的別）

　市税は、２１億７，３３８万円で、納税義務者の減少はあるものの、固定資産税は太陽光発電設備関
係の償却資産の微増傾向にあります。市債については６億３，０２０万円を見込んでいますが、無理な
借入を行わず健全な財政運営を心がけています。　　　※金額下の数字は構成比をパーセントで現しています。

　歳出については、子どもや高齢者への福祉政策、医療費助成などに関わる民生費が最も大きい割
合となっており、最も割合の少ない予算は議員報酬などを含めた議会費となっています。公債費は
過去の市債への返済費ですが、勝浦市の実質公債費比率は平成３０年度で７．３％となっており、
早期健全化基準となる２５％を大きく下回っています。将来負担比率についても８５．５％と早期
健全化基準３５０％を下回っており、勝浦市の財政はその健全性を保っていると言えます。
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●トピックス　その１
新型コロナウイルスに関する意見書を全会一致で可決
　令和２年２月１３日開催の全員協議会より、国、県へ対する意見書の提出が全会
一致で決定され、定例会初日の２月２５日に、以下の意見書の提出についてを発議
案第１号として提出し、賛成全員で可決されました。

　昨年末、中華人民共和国湖北省武漢市で発生した新型コロナウイルスによる肺炎の症例が
報告されて以来、世界各地で感染の報告が続いています。
　新型コロナウイルスについては、世界保健機関において「国際的に懸念される公衆衛生上
の緊急事態」に該当する旨の宣言が出され、国際的にも大きな脅威となっています。
　そうした状況の中、１月２９日に武漢市から帰国した２０６名のうち、１９１名について、
勝浦市では国からの要請を受け、人道的立場から武漢市からの帰国者の一時滞在受け入れに
協力することとなりました。
　勝浦市は海難救助の歴史を持ち、人助けの精神が育まれてきた地域であり、滞在期間中、
勝浦市民は心温かく滞在者を受け入れ、励ますなど、無事に送り出しております。
　しかしながら、大多数の勝浦市民にとってあまりにも突然の話であり、宿泊業・飲食業に
おける予約のキャンセルやツアーの取り消し、商店街における客数の大幅な減少など、深刻
な風評被害が発生しています。また、商品のトレーサビリティが重視される昨今、農林水産
業からも不安の声が上がるなど、観光商工業にとどまらず日々風評被害の影響は拡大してお
り、市民生活に深刻な影響を及ぼしています。
　関係者の多大な努力により、一時滞在者は全員陰性となり無事に帰宅されたましたが、一
方で、現在も厳しい風評被害が続いており、勝浦市民の生活が脅かされております。
　よって、国においては勝浦市民の生活を守るため、下記の措置を講ずるよう強く要望いた
します。

記
　１　風評被害に対する各種補償等、特別交付税措置も含めた積極的な財政支援を行うこと
　２　勝浦市民の防疫体制強化のための支援を行うこと
　３　国においても地域の現状に関する正確な情報発信を行うとともに、観光及び地場産業
　　　に対する支援を積極的に行うこと

何卒諸事情ご賢察の上ご理解ご協力のほどお願い申し上げます。
以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出します。 

令和２年２月２５日
千葉県勝浦市議会議長　黒川　民雄

内閣総理大臣　安倍　晋三　様
財務大臣　　　麻生　太郎　様
厚生労働大臣　加藤　勝信　様
国土交通大臣　赤羽　一嘉　様
内閣官房長官　菅　　義偉　様
千葉県知事　　鈴木　栄治　様

新型コロナウイルスによる風評被害対策等に関する意見書
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●トピックス　その２
プレミアム付商品券の発行が決まりました。

議案第２５号　平成３１年度勝浦市一般会計補正予算
　新型コロナウイルス感染症の影響を受ける中小企業・小規模事業者等への緊急経済対策と
して、市単独のプレミアム付商品券を発行することにより、市民生活支援を推進し、市内の
経済活動の活性化を図るための経費が可決されました。

【事業費総額】　 124,000 千円
【発 行 冊 数】　　 　10,000 冊
【額　　　面】１冊：12,000 円（500 円× 24 枚綴り）
【販 売 価 格】１冊：10,000 円
【プレミアム率】　　　　　20％

議長、副議長により国、県に対し意見書を提出し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　強く要望しました。
　２月２５日の発議案第 1 号の可決を受け、２７日休会日に、田端観光庁長官、厚
生労働省小島政務官、内閣官房山口内閣審議官、森田千葉県知事を訪れ、意見書を
手渡し要望を行いました。

観光庁長官に対する要望 知事に対する要望
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令和２年３月定例会審議結果

◯３月定例会　会期　２月２５日から３月１３日まで１８日間
勝浦市議会ではこんなことが決まりました！

　議会報では、市民生活と深く係わる議案をいくつか取り上げて重点的にお伝えしています。
　全議案については、勝浦市ホームページをご覧ください。

審議案件一覧 ◎全会一致　　○賛成多数　　×賛成少数

議員提出議案

議案番号 件　　　　名 付託委員会 結 果

議案第　１号 専決処分の承認を求めることについて　　　　　　　　　　　　
（平成３１年度勝浦市一般会計補正予算 ) 承認◎

議案第　２号 専決処分の承認を求めることについて　　　　　　　　　　　　
（平成３１年度勝浦市一般会計補正予算 ) 承認◎

議案第　３号 一般職の職員の給与等に関する条例及び勝浦市一般職の任期付職
員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決◎

議案第　４号 特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 可決◎

議案第　５号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 可決◎

議案第　６号 平成３１年度勝浦市一般会計補正予算 可決◎
議案第　７号 平成３１年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算 可決◎
議案第　８号 平成３１年度勝浦市後期高齢者医療特別会計補正予算 可決◎
議案第　９号 平成３１年度勝浦市介護保険特別会計補正予算 可決◎
議案第１０号 平成３１年度勝浦市水道事業会計補正予算 可決◎
議案第１１号 勝浦市公告式条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教 可決◎

議案第１２号 勝浦市監査委員条例及び勝浦市水道事業の設置等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

総務文教及
び産業厚生 可決◎

議案第１３号 勝浦市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教 可決◎
議案第１４号 勝浦市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教 可決◎

議案第１５号 勝浦市放課後児童健全育成事業条例及び勝浦市児童館設置管理条
例の一部を改正する条例の制定について 産業厚生 可決◎

議案第１６号 勝浦市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について 産業厚生 可決◎
議案第１７号 勝浦市東日本大震災復興基金条例の廃止について 総務文教 可決◎
議案第１８号 令和２年度勝浦市一般会計予算 予算審査 可決◎
議案第１９号 令和２年度勝浦市国民健康保険特別会計予算 予算審査 可決◎
議案第２０号 令和２年度勝浦市後期高齢者医療特別会計予算 予算審査 可決◎
議案第２１号 令和２年度勝浦市介護保険特別会計予算 予算審査 可決◎
議案第２２号 令和２年度勝浦市水道事業会計予算 予算審査 可決◎
議案第２３号 勝浦市過疎地域自立促進計画の一部変更について 総務文教 可決◎
議案第２４号 市道路線の変更について 産業厚生 可決◎
議案第２５号 平成３１年度勝浦市一般会計補正予算 可決◎

議案第２６号 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることに
ついて 同意◎

発議案第１号 新型コロナウイルスによる風評被害対策等に関する意見書について 可決◎
発議案第２号 勝浦市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 可決◎
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◆予算審査特別委員会委員　
　委  員  長　寺尾　重雄　
　副委員長　戸坂　健一
　委　　員　岩瀬　義信　　狩野　光一　　佐藤　啓史
　　　　　　丸　　　昭　　渡辺　ヒロ子

市議会への請願・陳情の手引きを作成

予算審査特別委員会

　令和２年度一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険
特別会計及び水道事業会計５会計の予算等を審査するため、７人の委員による「予算
審査特別委員会」を設置しました。
　３月９日、10 日及び 11 日の３日間にわたり審査し、全員賛成で原案のとおり可決
すべきものとして本会議に委員長から報告され、５件全ての予算は賛成全員で可決さ
れました。

　市議会へ対する請願、陳情の提出手続きや、審査の取扱い基準を明文化した手引き
を作成しました。ホームページに手引書と参考様式を掲載しましたので、ご確認くだ
さい。
　請願とは、憲法第１６条で認められた権利の一つで、文書により希望や要望を申し
出るものです。
　市議会に請願を提出する場合は、法律の規定により、議員の紹介により提出しなけ
ればならないとされています。
　陳情とは、請願のように憲法に保障された権利ではなく、手続きや形式が法律に
定められているわけではありませんが、実情を述べ適当な措置を要望することをい
います。
※請願と陳情の違い    陳情は提出に当たって紹介議員の必要がありません。

常任委員会等の活動報告

議会改革検討委員会
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れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
発
言
議
員
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。

全
文
は
、
勝
浦
市
議
会
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

2 月 28 日
照
川
由
美
子　

議
員

①「
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
」
の
策
定
内
容
に
つ
い
て

磯
野　

典
正　

議
員

①
中
国
（
武
漢
市
）
か
ら
の
避
難
者
受
け
入
れ
に
つ
い
て

②
今
後
の
風
評
被
害
や
財
政
支
援
に
対
す
る
市
の
対
応
に
つ
い
て

久
我　

恵
子　

議
員

①
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

②
風
疹
抗
体
検
査
に
つ
い
て

③
小
中
学
校
の
災
害
時
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

3 月 2日
佐
藤　

啓
史　

議
員

①
広
域
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て

②
教
育
課
題
に
つ
い
て

鈴
木　

克
己　

議
員

①
令
和
２
年
度
予
算
編
成
に
お
け
る
重
点
施
策
に
つ
い
て

②
災
害
応
急
対
策
に
つ
い
て

戸
坂　

健
一　

議
員

①
若
者
向
け
雇
用
促
進
住
宅
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て

②
勝
浦
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
に
つ
い
て

寺
尾　

重
雄　

議
員

①
夷
隅
郡
市
広
域
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て

Ｑ
本
計
画
策
定
の
見
通
し

と
、
策
定
に
あ
た
り
廃
棄
物

処
理
の
対
応
力
向
上
に
努
め

る
た
め
の
配
慮
事
項
を
お
伺

い
し
ま
す
。

Ａ
本
年
度
末
ま
で
に
策
定

し
ま
す
。

①
住
民
の
理
解
の
醸
成
（
平

常
時
か
ら
の
啓
発
・
広
報
）

②
関
係
部
署
・
県
・
事
業
者
・

住
民
と
の
連
絡
体
制
の
構
築

③
生
活
環
境
の
保
全
（
仮
設

ト
イ
レ
や
廃
棄
物
仮
置
き
場

の
設
定
等
）
迅
速
に
実
施
で

き
る
よ
う
配
慮
し
、
策
定
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
廃
棄
物
の
処
理
と
い
う

視
点
に
立
っ
て
、
勝
浦
市
を

災
害
に
強
い
ま
ち
に
し
て
い

く
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
は

ど
う
あ
っ
た
ら
よ
い
か
、
お

伺
い
し
ま
す
。

照川由美子議員

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

Ａ
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
近
隣
の
市
町
と
の

相
互
応
援
協
定
を
超
え
、
よ

り
広
域
的
な
支
援
体
制
の
構

築
が
必
要
。
環
境
省
が
運
営

す
る
災
害
廃
棄
物
処
理
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
に
よ

り
、
迅
速
な
処
理
支
援
を
要

請
。
千
葉
県
解
体
工
事
業
協

同
組
合
や
社
団
法
人
千
葉
県

産
業
廃
棄
物
協
会
に
協
力
を

求
め
る
な
ど
、
仕
組
み
づ
く

り
を
行
い
、
速
や
か
な
支
援

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
発
災
直
後
、
廃
棄
物
仮

置
き
場
を
速
や
か
に
設
置
す

る
た
め
に
は
、
平
常
時
に
お

い
て
あ
ら
か
じ
め
選
定
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま

す
が
、
候
補
地
選
び
の
考
え

方
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
想
定
外
の
災
害
に
備
え

る
た
め
に
も
、
可
能
な
限
り

多
く
の
仮
置
き
場
を
確
保
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
。
大
型

車
の
進
入
が
可
能
で
、
大
型

重
機
が
使
用
で
き
る
舗
装
さ

れ
た
広
い
土
地
が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
。
現
時
点
で
は

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
旧
焼

却
場
敷
地
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

が
、
今
後
庁
内
で
充
分
検
討

し
ま
す
。

Ｑ
今
回
、
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
他
市
の
状
況
を
踏
ま

え
、
本
市
の
備
え
を
迅
速
に

具
体
化
し
て
ほ
し
い
と
願
い

ま
す
が
、
市
長
の
見
解
を
お

伺
い
し
ま
す
。

Ａ
台
風
シ
ー
ズ
ン
前
に
、

仮
置
き
場
等
を
整
備
し
、
市

民
へ
の
広
報
手
段
等
を
検
討

し
ま
す
。
ま
た
、
生
活
環
境

課
と
新
た
に
設
置
す
る
消
防

防
災
課
と
の
連
携
を
と
り
、

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
万
全
を
期
し
ま
す
。

仮置き場候補地旧焼却場敷地
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磯野典正議員

久我恵子議員

中
国（
武
漢
市
）か
ら
の

避
難
者
受
け
入
れ
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
災
害
時
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

今
後
の
風
評
被
害
や
財
政
支

援
に
対
す
る
市
の
対
応
は

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

風
疹
抗
体
検
査
に
つ
い
て

Ｑ
受
け
入
れ
の
経
緯
を
時

間
軸
で
お
示
し
く
だ
さ
い
。

Ａ
１
月
28
日
午
後
８
時

頃
、市
長
あ
て
に
電
話
が
あ
っ

た
が
相
手
が
不
明
だ
っ
た
た

め
電
話
に
出
な
か
っ
た
。
そ

の
後
、
午
後
８
時
19
分
、
内

閣
官
房
危
機
管
理
監
沖
田
氏

よ
り
副
市
長
に
電
話
が
あ
っ

た
。
午
後
８
時
29
分
、
副
市

長
か
ら
こ
れ
ま
で
の
経
緯
の

説
明
が
あ
り
人
道
上
の
立
場

か
ら
苦
渋
の
判
断
を
し
て
受

け
入
れ
を
承
知
し
た
。

Ｑ
千
葉
県
知
事
・
副
知
事

と
の
面
談
さ
れ
た
内
容
は
？

Ａ　

海
難
救
助
の
歴
史
・
風

評
被
害
の
払
拭
・
住
民
が
安

心
で
き
る
よ
う
国
が
責
任
を

持
っ
て
安
全
宣
言
し
て
ほ
し

い
と
要
望
し
た
。
知
事
か
ら

Ｑ
財
政
支
援
に
関
し
て
観

光
関
連
産
業
の
み
な
ら
ず
、

建
設
業
な
ど
も
含
む
あ
ら

ゆ
る
業
界
で
被
害
が
出
て
い

る
。
幅
広
い
財
政
支
援
を
し

て
い
た
だ
く
よ
う
国
や
県
に

対
し
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
？

Ａ
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
被
害

状
況
を
把
握
す
る
こ
と
、
動

向
を
把
握
す
る
こ
と
が
一
番

正
し
い
。
勝
浦
市
が
第
一
便

を
受
け
入
れ
た
と
い
う
リ
ス

ク
を
国
や
県
も
理
解
を
し
て

い
る
。
被
害
の
全
貌
を
つ
か

ん
で
、
粘
り
強
く
国
、
県
に

支
援
要
請
を
し
て
い
き
、
経

済
対
策
・
財
政
支
援
の
両
立

を
求
め
て
い
く
。

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
が
広
が
る
中
国
武
漢
か

ら
の
滞
在
者
受
け
入
れ
等

で
、
勝
浦
市
内
の
様
々
な
業

種
に
甚
大
な
経
済
的
影
響
が

及
ぼ
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
業

種
が
受
け
た
損
失
に
対
し
、

緊
急
に
補
て
ん
、
融
資
対
策

が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
具
体
的
な
対
策
に
つ
い

て
ど
の
様
に
お
考
え
な
の
か

お
聞
か
せ
下
さ
い
。
ま
た
、

即
効
性
の
あ
る
対
策
と
し
て

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発

行
が
有
効
と
思
い
ま
す
。
お

考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

Ａ
損
失
に
対
す
る
補
て

ん
、融
資
対
策
に
つ
い
て
は
、

現
状
把
握
に
努
め
、
売
り
上

げ
減
少
挽
回
の
為
の
経
済
対

策
の
検
討
。
融
資
対
策
に
つ

い
て
は
、
市
の
資
金
融
資
制

度
の
利
子
補
給
率
の
引
き
上

Ｑ
風
疹
抗
体
検
査
や
予
防

接
種
は
、
市
か
ら
無
料
ク
ー

ポ
ン
が
対
象
者
に
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
受
診
率
が
低

い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
受
診

率
向
上
に
ど
の
様
な
対
策
を

お
考
え
な
の
か
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

Ａ
風
疹
は
新
生
児
へ
の
影

響
が
大
き
い
感
染
症
で
あ
る

が
、
予
防
接
種
に
よ
り
、
防

ぐ
事
が
出
来
る
。
対
象
者
へ

の
更
な
る
受
診
勧
奨
、
広
報

誌
や
Ｈ
Ｐ
で
引
き
続
き
積
極

的
に
周
知
し
た
い
。
広
く
感

染
症
予
防
に
つ
い
て
先
進
地

に
学
び
受
診
率
向
上
に
努
め

た
い
。

Ｑ
台
風
に
よ
る
強
風
や
、

地
震
の
揺
れ
に
よ
り
、
市
内

学
校
施
設
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割

れ
た
場
合
、
ガ
ラ
ス
に
よ
る

ケ
ガ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ガ

ラ
ス
の
飛
散
防
止
対
策
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
　

Ａ
市
内
学
校
施
設
で
強
化

ガ
ラ
ス
化
さ
れ
て
い
な
い
施

設
に
つ
い
て
は
、
国
の
学
校

施
設
環
境
改
善
交
付
金
を
活

用
し
て
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム

の
施
工
を
令
和
３
年
度
に
施

工
の
方
向
で
検
討
し
た
い
。

は
、
市
民
、
観
光
業
者
等
へ

苦
労
を
か
け
て
い
る
。
出
来

る
限
り
の
こ
と
を
県
は
行
っ

て
い
く
。
副
知
事
と
は
、
知

事
と
の
面
談
の
内
容
を
再
確

認
し
た
。

Ｑ
市
民
へ
の
情
報
提
供（
記

者
会
見
等
）
の
遅
れ
は
何

か
国
か
ら
規
制
が
あ
っ
た
の

か
？Ａ

内
閣
府
主
導
で
行
っ
た
。

情
報
規
制
は
非
常
に
厳
し
い

も
の
で
あ
っ
た
。
決
め
ら
れ

た
内
容
は
全
て
国
・
県
・
市

の
順
に
情
報
を
公
開
し
て
い

た
。
市
が
単
独
で
お
知
ら

せ
を
発
表
す
る
際
も
全
て
確

認
を
さ
れ
て
か
ら
の
配
布
と

な
っ
た
。
そ
の
た
め
情
報
提

供
が
遅
れ
た
。

げ
、
対
象
の
拡
大
を
各
関
係

機
関
と
協
議
し
た
い
。
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
に

つ
い
て
は
、
地
域
経
済
の
下

支
え
の
為
、
緊
急
に
行
う
。

国
や
県
に
対
し
て
も
経
済
対

策
実
施
を
要
望
し
て
い
き
た

い
。
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Ｑ
統
合
に
よ
り
市
内
で
１

校
と
な
っ
た
勝
浦
中
学
校
は

今
後
ま
す
ま
す
地
域
と
の
連

携
が
必
要
に
な
る
と
考
え

る
。
学
校
運
営
に
保
護
者
や

地
域
住
民
が
参
加
す
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

の
導
入
に
つ
い
て
市
教
育
委

員
会
の
見
解
を
お
聞
き
す

る
。Ａ学

校
関
係
者
評
価
を
実

施
し
て
お
り
あ
る
程
度
地

域
の
意
見
を
把
握
で
き
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
は
地
域
学
校
協
働
事
業

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

Ｑ
指
定
さ
れ
て
い
る
避
難

所
の
開
設
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
考
え
と
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ
台
風
に
関
し
て
は
、
接

近
予
定
の
２
日
前
か
ら
気
象

庁
の
情
報
な
ど
を
参
考
に
開

元行川小学校避難所

中
学
校
統
合
に
よ
る
課
題

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

　

ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
予
算
編
成
に

お
け
る
重
点
施
策
に
つ
い
て

災
害
応
急
対
策
に
つ
い
て

広
域
ご
み
処
理
施
設

佐藤啓史議員

鈴木克己議員

Ｑ
広
域
ご
み
処
理
施
設
の

建
設
整
備
が
中
止
に
な
っ
た

経
緯
に
つ
い
て
お
聞
き
す

る
。Ａ夷

隅
郡
市
広
域
ご
み
処

理
施
設
は
平
成
11
年
か
ら

協
議
を
始
め
、
平
成
20
年

に
い
す
み
市
に
建
設
す
る

こ
と
で
決
定
し
た
が
、
用

地
の
問
題
で
困
難
を
期
し

て
い
た
。
ま
た
、
東
日
本

大
震
災
発
災
以
降
、
建
設

コ
ス
ト
が
上
昇
。
建
設
費

が
１
４
１
億
円
ま
で
膨
れ

上
が
っ
た
こ
と
か
ら
平
成

27
年
11
月
に
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
降

に
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
一
旦
協
議
を
休
止
し

た
。
本
年
１
月
31
日
の
正

副
管
理
者
会
議
に
お
い
て

今
後
２
市
２
町
の
財
政
が

Ｑ
市
内
の
３
中
学
校
が
統

合
し
て
３
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
統
合
後
に

見
え
て
き
た
課
題
と
そ
れ
に

対
す
る
改
善
策
に
つ
い
て
お

聞
き
す
る
。

Ａ
市
内
全
域
が
学
区
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
通
学

距
離
、
通
学
時
間
が
長
く

な
っ
た
こ
と
、
ま
た
複
数

の
公
共
交
通
機
関
等
を
利

用
す
る
こ
と
か
ら
生
徒
の

安
全
対
策
が
課
題
と
な
っ

た
。
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
警
察
、
夷
隅
土
木
事

務
所
、
市
都
市
建
設
課
、

運
行
会
社
と
合
同
の
安
全

点
検
を
実
施
す
る
と
と
も

に
必
要
な
安
全
対
策
を
講

じ
て
い
る
。

Ｑ
公
約
実
現
の
た
め
の
重

点
的
な
施
策
と
予
算
付
け
の

視
点
は
。

Ａ
公
約
実
現
に
向
け
鋭
意

努
力
検
討
を
し
て
き
た
が
、

当
初
予
算
に
は
反
映
で
き
な

か
っ
た
。

　

財
政
状
況
を
考
慮
し
、
令

和
２
年
度
補
正
、
３
年
度
で

実
現
に
向
け
進
め
る
。
２
年

度
当
初
予
算
は
第
３
次
計
画

を
継
続
し
た
。

Ｑ
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

に
よ
る
市
政
へ
の
影
響
の
分

析
と
、
財
源
増
収
に
対
す
る

考
え
は
。

Ａ
国
県
補
助
金
の
確
保
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の
増

加
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保

に
努
め
る
。

Ｑ
勝
浦
市
の
財
政
規
模
を

ど
の
よ
う
に
考
え
市
政
運
営

す
る
か
、
市
長
と
し
て
の
考

え
は
。

Ａ
標
準
的
な
一
般
会
計
の

予
算
規
模
は
80
億
円
程
度
と

考
え
る
。

Ｑ
各
種
団
体
や
市
内
産
業

の
育
成
の
た
め
の
補
助
金
に

つ
い
て
、
精
査
及
び
新
設
等

が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
予
算
編
成
を
す
る
上
で

の
対
応
は
。

Ａ
廃
止
、
減
額
等
の
検
討

を
行
っ
た
が
、
現
状
に
即
し

た
補
助
金
の
必
要
性
、
費
用

対
効
果
等
に
つ
い
て
再
構
築

す
る
た
め
、
令
和
２
年
度
に

お
い
て
、
補
助
金
等
審
査
検

討
委
員
会
を
開
催
し
精
査
す

る
。

設
を
決
定
。
津
波
避
難
は
、

一
時
避
難
の
後
、
指
定
避
難

場
所
へ
誘
導
す
る
。

Ｑ
避
難
所
は
、
急
を
要
す

る
対
応
で
あ
り
常
に
使
用
可

能
な
状
況
を
作
っ
て
お
く
必

要
が
あ
る
が
、
通
常
使
用
し

て
い
な
い
と
こ
ろ
で
開
設
し

て
い
る
元
行
川
小
学
校
、
元

郁
文
小
学
校
の
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ
元
行
川
小
学
校
は
、
施

設
の
老
朽
化
が
あ
る
た
め
主

に
元
職
員
室
・
校
長
室
の
床

の
張
替
え
や
空
調
設
備
、
水

道
設
備
等
改
修
し
、
避
難
時

の
居
住
性
に
つ
い
て
改
善
を

す
る
。

　

郁
文
小
は
、
体
育
館
を
避

難
所
と
し
て
、
自
主
防
災
会

の
協
力
を
い
た
だ
き
適
正
管

理
に
努
め
る
。

困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
中
止
の

結
論
に
至
っ
た
。

Ｑ
今
後
の
勝
浦
市
の
ご
み

処
理
対
応
に
つ
い
て
お
聞
き

す
る
。

Ａ
人
口
減
少
に
よ
る
ご
み

処
理
の
減
少
等
、
市
単
独

で
の
建
設
は
困
難
で
あ
り
、

新
た
な
広
域
の
枠
組
み
の

基
本
を
考
え
て
い
る
が
、

民
間
活
用
を
含
め
今
後
は

検
討
し
た
い
。
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Ｑ
同
計
画
に
準
拠
し
た
、

勝
浦
市
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。
同
計
画
に
基
づ
き
１

月
29
日
に
設
置
さ
れ
た
「
勝

浦
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
本
部
」
で
は
、
市
長

が
本
部
長
で
は
な
く
副
本
部

長
と
な
っ
て
い
た
が
、本
来
、

本
部
長
は
全
責
任
を
負
う
市

長
で
あ
る
べ
き
だ
。
市
長
が

本
部
長
で
な
い
訳
は
。

Ａ
１
月
に
設
置
し
た
対

策
本
部
は
あ
く
ま
で
武
漢

か
ら
の
帰
国
者
受
入
対
応

に
重
点
を
置
い
た
も
の
で

あ
っ
た
。
２
月
21
日
帰
国

者
が
帰
宅
し
た
為
、
市
長

を
本
部
長
と
す
る
「
勝
浦

市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
本
部
」
を
新
た
に
設

置
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
市
長
に
伺
う
。
１
月
の

大 切 な 人 を 守 る た め に、
咳エチケットの徹底を

夷
隅
郡
市
広
域
ご
み
処
理

施
設
に
つ
い
て

勝
浦
市
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計

画
に
つ
い
て

戸坂健一議員

寺尾重雄議員

段
階
か
ら
市
と
し
て
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
淡

々
と
進
め
る
べ
き
で
あ
っ
た

筈
。
特
に
市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
情
報
提
供
に
つ
い
て
、
行

動
計
画
で
は
風
評
被
害
や
パ

ニ
ッ
ク
を
避
け
る
為
に
一
刻

も
早
い
情
報
提
供
の
必
要
性

を
明
記
し
て
い
る
。
に
も
拘

ら
ず
、
何
故
こ
こ
ま
で
情
報

提
供
が
遅
く
な
っ
た
の
か
。

Ａ
国
の
緊
急
案
件
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
対
応
が
受

け
身
に
な
っ
て
し
ま
い
情

報
提
供
が
遅
延
し
た
。
市

民
に
ス
ム
ー
ズ
な
情
報
提

供
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
反
省
し
て
い

る
。
慎
重
か
つ
正
確
な
情

報
を
市
民
に
伝
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う

事
で
ご
理
解
頂
き
た
い
。

Ｑ
２
月
３
日
に
開
催
し
た

市
民
向
け
説
明
会
に
お
い

て
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
を

果
た
す
べ
き
市
長
が
自
ら
登

壇
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ

か
。Ａ

対
策
本
部
で
相
談
し

た
結
果
、
市
長
の
挨
拶
は

控
え
よ
う
と
い
う
事
で
決

ま
っ
た
。

Ｑ
勝
浦
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り

の
中
止
に
つ
い
て
、
判
断
が

あ
ま
り
に
も
遅
か
っ
た
。
突

然
の
中
止
で
市
内
事
業
者
の

損
失
も
大
き
い
。
イ
ベ
ン
ト

の
中
止
に
つ
い
て
、
実
行
委

員
会
と
市
対
策
本
部
と
の
間

で
協
議
を
し
た
の
か
。

Ａ
協
議
は
し
て
い
な
い
。

Ｑ
今
後
の
感
染
症
ま
ん
延

に
備
え
、
地
元
医
療
機
関
と

充
分
協
議
を
図
っ
て
い
る

か
。Ａ保

健
所
と
情
報
共
有
を

図
り
、
地
元
医
師
会
と
も

連
携
を
密
に
し
て
い
く
。

Ｑ
市
対
策
本
部
の
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
、
記
録
・
公

開
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
記
録
が
ま
と
ま
り
次
第

公
開
す
る
が
、
時
期
は
未

定
。

Ｑ
夷
隅
郡
市
広
域
ご
み
処

理
施
設
、
２
市
２
町
で
広
域

化
す
る
こ
と
を
目
的
に
協

議
が
始
ま
っ
た
が
、
夷
隅
郡

市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
全
員
説
明
会
で
、
令
和
２

年
⒉
月
に
中
止
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経

緯
と
中
止
の
理
由
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
以
降
、
建
設
コ

ス
ト
が
上
昇
し
、
ご
み
処

理
施
設
建
設
に
お
い
て
も

当
初
の
建
設
費
か
ら
大
幅

に
増
加
す
る
見
込
み
に
な

り
ま
し
た
。

　

各
市
町
の
財
政
を
圧
迫

す
る
こ
と
か
ら
、
事
業
実

施
は
困
難
と
考
え
、
令
和

２
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

以
降
に
再
度
、
事
業
実
施

を
検
討
す
る
こ
と
で
平
成

27
年
に
一
旦
、
協
議
を
中

止
し
ま
し
た
。

　

中
止
の
理
由
は
、
人
手

不
足
に
よ
る
人
件
費
の
高

騰
、
資
材
等
の
物
価
、
ま

た
構
成
市
町
の
人
口
は
急

速
に
減
速
す
る
こ
と
で
、

地
方
交
付
税
、
税
収
が
減

少
と
な
り
ま
す
。
今
後
、

２
市
２
町
の
財
政
状
況
は

さ
ら
に
厳
し
く
困
難
に
な

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
今
後
の
勝
浦
市
に
お
け

る
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て

の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま

す
。Ａ今

後
の
ご
み
処
理
施
設

で
す
が
、
中
止
決
定
後
、

各
市
町
で
新
た
に
枠
組
み
、

ま
た
は
単
独
で
の
ご
み
処

理
施
設
の
計
画
を
検
討
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
ご
み
処
理
施

設
の
急
速
な
技
術
振
興
を

鋭
意
研
究
し
、
民
間
企
業

か
ら
提
案
や
活
用
を
含
め

検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

Ｑ
現
有
施
設
の
土
地
を
勝

浦
市
独
自
で
民
活
す
れ
ば
、

諸
問
題
が
ク
リ
ア
し
、
雇
用

の
創
出
、
燃
料
も
勝
浦
独
自

の
地
産
地
消
と
言
わ
れ
る
も

の
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
と

考
え
ま
す
が
、
市
長
の
考
え

を
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
ご
み
処
理
施
設
を
生
か

し
て
、
市
民
に
廉
価
な
ご

み
処
理
施
設
を
、
ご
み
袋

を
含
め
て
そ
う
い
っ
た
体

制
が
一
番
の
精
神
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

建
設
計
画
の
中
で
、
迷

惑
施
設
で
す
の
で
候
補
地

の
選
定
が
一
番
難
し
い
と

思
い
ま
す
。
現
有
施
設
の

土
地
利
用
の
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
計
画
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
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議会のうごきについて報告します
（令和２年２月～令和２年４月）

２月３日

４日

　　５日

　　５日

　　６日

　　７日

　　１０日

　１２日

　１２日

１３日

１３日

１３日

１４日

１４日

１７日

１７日

１８日

２０日

千葉県市議会議長会研修会（千葉市）

企業誘致推進審議会

議会報編集委員会

監査委員研修会

都市計画審議会

消防委員会

水産業振興対策審議会

全国高速自動車道市議会議長会総会（東京都）

総合開発審議会・環境審議会

黒船「ハーマン号」慰霊祭

勝浦市水道事業運営審議会

全員協議会

国民健康保険事業の運営に関する協議会

夷隅郡市広域市町村圏事務組合議会定例会（いすみ市）

千葉県後期高齢者医療広域連合議会（千葉市）

南房総広域水道企業団運営協議会（大多喜町）

介護保険運営協議会

議会運営委員会

２０日

　２０日

２５日

　２５日

　２６日

２７日

　２８日

３月２日

　　３日

４日

５日

６日

９・１０・１１日

１３日

４月３０日

表彰選考委員会・議会改革検討委員会

総合開発審議会

３月定例会　本会議　初日

議会表彰授賞式

本会議・全員説明会

要望活動（正副議長）意見書提出（国・県）

本会議　一般質問

本会議　一般質問

本会議　質疑・全員協議会

本会議　質疑

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

予算審査特別委員会

本会議　最終日　

議会報編集委員会・議会改革検討委員会

全員説明会・全員協議会

きみの未来、あなたの未来

議 会 の う ご き

編 集 後 記

勝浦カッピー

QRコードは
ここだよ！

お問い合わせは、勝浦市議会報編集委員会（７３−６６６２）まで

勝浦市ホームページ　http://www.city.katsuura.lg.jp

　私はまだはっきりとは、なりたい職業がありません。
ですが、音楽で周りの人を笑顔にできる人になりたい
です。
　駅に置かれたストリートピアノを弾いたときのこと
です。弾き終わったときに後ろを振り向くと、小さい
子どもからお年寄りの方まで、笑顔で拍手をしてくれ
ました。中には、「すごいね」「素晴らしかったよ」と
声をかけてくれる方もいて、音楽を演奏する楽しさと
ともに、音楽を通して、喜びや楽しさを聴いてくれる
人へ届けることができるんだ、ということを実感しま
した。
　もっとたくさん練習して、より良い音楽
を演奏していきたいです。

勝浦中学校　３年

小
お が わ

川　夏
な つ き

樹 さん

　議会改革の取り組みの１つとして勝浦市議会表彰要綱を平成 29 年に制定し、昨年の 3 月定例議会で第 1 回
目の表彰を行いました。第 2 回目となる今年の 3 月定例議会では 3 名が表彰されました。議場内で表彰を受け
る 3 名の緊張しながらも誇らしげな表情を拝見しました。議会人として教育の重要性を改めて感じる瞬間です。

議会報編集委員　　佐藤　啓史
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